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『
江
戸・
東
京
の
川
＝
中
央
区
の
川
』㈨

　

江
戸
湊
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き

た
日
本
橋
川
。
そ
の
両
岸
に
連
な
る
河
岸

地
と
、
そ
の
河
岸
を
構
成
す
る
町
の
問
屋

数
や
業
種
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
河
岸
の
特

徴
を
考
察
し
て
き
ま
し
た
（
河
岸
と
場
所

に
つ
い
て
は
図
を
参
照
し
て
下
さ
い
）。今

回
は
、
日
本
橋
川
筋
最
後
の
河
岸
地
＝
南

新
堀
河
岸
を
見
る
こ
と
に
し
ま
す
。
そ
し

て
次
に
、日
本
橋
川
か
ら
分
か
れ
て
い
た
、

東
・
西
堀
留
川
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
ま

す
。

◇
南
新
堀
河
岸

　

湊
橋
南
詰
か
ら
南
新
堀
一
丁
目
、
同
二

丁
目
の
川
沿
い
を
、
俗
に
南
新
堀
河
岸
と

呼
び
ま
し
た
。
現
在
の
新
川
一
丁
目
１
・

18
・
19
番
に
あ
た
り
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並
び
ま
す
。

　

河
岸
地
に
は
、地じ

廻ま
わ
り

酒
問
屋
や
廻
船
問

屋
、
新
堀
組
荒
物
問
屋
が
軒
を
連
ね
、「
下く
だ

り
物
」を
扱
う
問
屋
が
多
い
こ
と
が
特
徴
。

明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
八
月
一
四
日

に
、
箱
崎
橋
よ
り
以
東
、
永
代
橋
ま
で
の

南
側
河
岸
地
に
、「
南
新
堀
河
岸
」
と
正
式

名
称
が
付
き
ま
し
た
。

○
南
新
堀
一
丁
目

　

南
新
堀
一
丁
目
は
、
霊れ
い
が
ん
ば
し
き
わ
う
け
お
い

岸
橋
際
請
負
地ち

東
側
の
湊
橋
南
詰
か
ら
、
新
堀
（
日
本
橋

川
）
沿
い
に
東
に
続
き
、
南
は
霊
岸
島
浜

町
と
接
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
初
期
の
南
新
堀
一
帯
は
、
南
茅
場

町
と
同
様
に
海
だ
っ
た
場
所
で
す
。
陸
地

化
は
、
寛
永
元
（
一
六
二
四
）
年
に
雄ゆ
う

誉よ

霊れ
い
が
ん厳

に
よ
っ
て
、
霊
岸
島
が
埋
立
・
造
成

さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、

箱
崎
地
区
と
の
間
に
埋
め
残
さ
れ
た
水
路

（
細
流
）が
新
堀
川（
後
の
日
本
橋
川
）で
、

八
町
堀
地
区
と
の
間
に
埋
め
残
さ
れ
た
の

が
、
亀
島
川
（
も
と
の
日
本
橋
川
の
下
流

部
）
で
し
た
。

　

日
本
橋
川
下
流
部
は
、
元
和
六
（
一
六

二
〇
）
年
に
湊
橋
か
ら
河
口
部
ま
で
の
水

路
が
拡
幅
・
整
備
さ
れ
、
通
船
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
両
岸
に
は
町
地

が
起
立
し
、
北
側
の
町
が
北
新
堀
町
、
南

側
が
南
新
堀
で
、
町
名
は
新
堀
の
南
に
位

置
す
る
こ
と
か
ら
付
き
ま
し
た
。

　

南
新
堀
の
南
側
に
町
地
が
で
き
る
の

は
、
明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
の
大
火
後

に
霊
厳
寺
が
移
転
し
た
後
の
こ
と
。
火ひ

除よ
け

明あ
け

地ち

を
つ
く
る
な
ど
の
理
由
で
取
り
払
い

と
な
っ
た
町
が
移
転
し
て
き
て
、
霊
岸
島

四
日
市
町ま
ち

や
同
浜
町
、同
塩
町
、同 

銀
し
ろ
が
ね

町
ち
ょ
う

な
ど
の
新
し
い
町
が
起
立
し
た
の
で
す
。

（尾張屋板切絵図「築地八町堀日本橋南絵図」を基にして作図）

西河岸

元四
日市
河岸

木
更
津河

岸

鎧河岸南茅場河岸

南新堀河岸

北新堀河岸
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『
江え

ど

と
戸
十
組く
み
ど
い問

屋や

便
覧
』（
文
化
一
〇

年
刊
、
以
下
『
便
覧
』）
に
問
屋
数
は
七

〇
軒
あ
り
、「
下
り
物
」
を
扱
う
問
屋
が

多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

内
訳
を
見
る
と
、醤
油
酢
問
屋
九
軒
、

下
り
傘
問
屋
八
軒
、
畳
表
問
屋
七
軒
、

生
布
海
苔
問
屋
・
下
り
酒
問
屋
・
蕨
わ
ら
び

縄な
わ

問
屋
・
下
り
蝋ろ
う
そ
く燭

問
屋
が
各
四
軒
、
鰹

節
問
屋
・
下
り
そ
う
め
ん
問
屋
・
麻ま

苧ち
ょ

問
屋
が
各
三
軒
、
船
具
問
屋
・
下
り
ぬ

か
問
屋
が
各
二
軒
、
明
樽
問
屋
・
下
り

塩
問
屋
・
釘
鉄
銅
物
問
屋
・
水
油
問
屋
・

水
油
仲
買
問
屋
・
煙
草
問
屋
・
線
香
問

屋
が
各
一
軒
、
そ
の
他
一
〇
軒
と
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
『
諸し
ょ
と
ん問
屋や

名
前
帳
』（
嘉
永
四
年

刊
、
以
下
『
名
前
帳
』）
で
は
、
問
屋
数

が
三
一
軒
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
地
廻

り
酒
問
屋
五
軒
、
住
吉
組
荒
物
問
屋
六

軒
、
廻
船
問
屋
三
軒
あ
り
、
他
に
地
廻

米
穀
問
屋
・
脇
店
八
カ
所
組
米
屋
が
各

二
軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図ず

え会
』（
明
治
三
四

年
刊
）に
は
醤
油
問
屋
の
岩
崎
重
次
郎
、

酒
類
問
屋
の
内
藤
才
兵
衛
、
霰さ
ん
だ
ん弾

並
金

物
商
の
粟
屋
東
京
販
売
店
、
料
理
店
の

伊
勢
春
・
今
源
の
ほ
か
、
興
業
貯
蓄
銀

行
・
八
十
四
銀
行
・
中
央
火
災
保
険
㈱
・

和
田
医
院
や
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）

年
創
業
の
日
本
商
船
㈱
の
名
前
が
あ

り
、
街
の
変
化
が
伺
え
ま
す
。

　

南
新
堀
一
丁
目
一
円
（
南
新
堀
河
岸

の
一
部
を
含
む
）
は
、
関
東
大
震
災
後

の
帝
都
復
興
区
画
整
理
事
業
で
、
昭
和

六
（
一
九
三
一
）
年
七
月
一
日
に
、
新

川
一
丁
目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

○
南
新
堀
二
丁
目

　

南
新
堀
二
丁
目
は
同
一
丁
目
の
東
に

続
き
、
東
は
北
新
堀
大
川
端
町
、
南
は

霊
岸
島
塩
町
に
接
し
ま
す
。
同
一
丁
目

と
同
様
に
、
廻
船
問
屋
が
多
く
「
下
り

物
」
を
扱
う
問
屋
も
多
い
の
が
特
徴
で

す
。

　
『
江え

ど戸
買か
い
も
の物
独ひ
と
り

案あ
ん
な
い内
』
に
、
下
り
糖

問
屋
・
下
り
素そ
う
め
ん麵
問
屋
・
下
り
塩
問
屋
・

醤
油
酢
問
屋
の
千
代
倉
屋
、
下
り
糖
問

屋
・
下
り
酒
問
屋
の
伊
坂
屋
、
紙
問
屋
・

下
り
傘
問
屋
・
下
り
素そ
う
め
ん麵

問
屋
・
明
樽

問
屋
・
醤
油
酢
問
屋
の
多
田
屋
、
畳
表

問
屋
の
白
子
屋
・
川
喜
田
屋
、
船
具
問

屋
・
線
香
問
屋
の
白
子
屋
、
船
具
問
屋

の
浅
井
屋
、
下
り
塩
問
屋
の
伊
坂
屋
、

麻
苧
問
屋
の
清
水
屋
、
下
り
酒
問
屋
の

小
西
屋
・
池
田
屋
の
名
前
が
見
え
ま
す
。

　
『
便
覧
』の
問
屋
数
は
二
六
軒
。
下
り

酒
問
屋
三
軒
、
船
具
問
屋
・
生
布
海
苔

問
屋
・
下
り
そ
う
め
ん
問
屋
・
下
り
ぬ

か
問
屋
・
明
樽
問
屋
・
下
り
塩
問
屋
・

蕨
縄
問
屋
・
麻
苧
問
屋
・
醤
油
酢
問
屋

が
各
二
軒
、
釘
鉄
銅
物
問
屋
・
下
り
蝋

燭
問
屋
が
各
一
軒
、
そ
の
他
二
軒
と
あ

り
、『
名
前
帳
』
の
問
屋
数
も
同
じ
く
二

六
軒
。
内
訳
も
、
廻
船
問
屋
六
軒
、
地

廻
米
穀
問
屋
二
軒
・
脇
店
八
カ
所
組
米

屋
二
軒
・
舂つ
き
ご
め米

屋
四
軒
、
竹
木
炭
薪
問

屋
一
軒
・
炭
薪
仲
買
二
軒
、
下
り
塩
問

屋
・
下
り
酒
問
屋
・
住
吉
組
荒
物
問
屋

が
各
二
軒
、
地
廻
酒
問
屋
・
糖
問
屋
・

両
替
屋
が
各
一
軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』に
は
浦
賀
船せ
ん

渠き
ょ

㈱
、
石
炭
販
売
業
の
長
澤
商
会
、
肥

料
問
屋
の
澤
本
庄
兵
衛
、
米
穀
問
屋
の

伊
阪
米
店
の
名
前
が
見
え
ま
す
。

　

南
新
堀
二
丁
目
一
円
（
南
新
堀
河
岸

の
一
部
を
含
む
）
は
、
関
東
大
震
災
後

の
帝
都
復
興
区
画
整
理
事
業
で
、
昭
和

六
（
一
九
三
一
）
年
七
月
一
日
に
、
新

川
二
丁
目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

※ 「
南
新
堀
」
の
町
名
表
記
は
、「
南

新
堀
町
」
と
す
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
『
東
京
都
の
地
名
』（
平
凡

社
）
を
基
本
に
し
ま
し
た
。

◇�

日
本
橋
川
の
河
岸
地
に
は
問
屋

が
集
中

　

日
本
橋
川
筋
の
河
岸
地
の
問
屋
に
つ

い
て
、『
江
戸
十
組
問
屋
便
覧
』
と
『
諸

問
屋
名
前
帳
』
を
中
心
に
見
て
き
ま
し

た
。『
郷
土
室
だ
よ
り
』第
一
五
七
号
に

記
述
し
た
通
り
、
中
央
区
内
に
は
二
四

〇
四
軒
（
府
内
の
約
四
一
％
）
の
問
屋

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
日
本
橋
川
筋
の
河
岸
地
の
問

屋
数
を
『
名
前
帳
』
で
改
め
て
確
認
し

ま
す
と
、左
岸
の
北き
た
さ
や鞘

町ち
ょ
う

河
岸
に
一
八

軒
、
品
川
町
裏
河
岸
に
一
八
軒
、
魚
河

岸
に
一
九
九
軒
、末
広
河
岸
に
二
四
軒
、

鎧
河
岸
に
五
六
軒
、
北
新
堀
河
岸
に
一

三
軒
あ
り
、
合
計
三
二
八
軒
と
な
り
ま

す
。
ま
た
右
岸
の
西
河
岸
に
一
七
軒
、

元
四
日
市
河
岸
に
二
三
軒
、
南
茅
場
河

岸
に
四
六
軒
、
南
新
堀
河
岸
に
五
七
軒

あ
り
、
合
計
一
四
三
軒
と
な
り
、
両
岸

の
問
屋
数
の
合
計
は
四
七
一
軒
。

　

区
内
の
問
屋
の
約
二
〇
％
が
、
日
本

橋
川
筋
の
河
岸
地
に
集
ま
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
も
、
日
本
橋
川
は
、
江
戸
の
舟

運
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

◇
東
・
西
の
堀
留
川
に
つ
い
て

　

日
本
橋
川
筋
に
続
き
、
日
本
橋
川
か

ら
北
に
分
か
れ
て
い
た
堀
江
町
入
堀

（
東
堀
留
川
）
と
伊
勢
町
堀
（
西
堀
留
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川
）
に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。

　
『
郷
土
室
だ
よ
り
』第
一
五
五
号
と
第

一
五
六
号
で
説
明
し
た
と
お
り
、
こ
の

二
本
の
入
堀
は
旧
石
神
井
川
の
河
口
部

に
当
た
る
場
所
。
慶
長
一
〇
（
一
六
〇

五
）
年
の
旧
石
神
井
川
の
水
路
の
付
け

替
え
で
、
上
流
か
ら
の
流
れ
を
失
っ
た

河
口
部
が
、
湊
と
し
て
整
備
さ
れ
、
堀

江
町
入
堀
と
伊
勢
町
堀
が
で
き
ま
し

た
。
二
つ
の
入
堀
は
、
江
戸
の
メ
イ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
本
町
通
り
と
通
と
お
り

町ち
ょ
う

筋す
じ

に
隣
接
。
両
岸
に
は
河
岸
地
が
成
立

し
、
江
戸
湊
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。

◇
江
戸
期
の
堀
江
町
入
堀

　

堀
江
町
入
堀
は
、
小
網
町
一
丁
目
と

同
二
丁
目
の
間
（
現
・
日
本
橋
小
網
町

９
番
）
か
ら
分
か
れ
、
北
西
に
曲
が
り

堀
江
町
四
丁
目
か
ら
同
一
丁
目
（
現
・

日
本
橋
小
舟
町
）
に
沿
っ
て
入
り
、
堀

留
町
二
丁
目
地
先
（
現
・
日
本
橋
堀
留

町
一
丁
目
２
番
）
で
留
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
六
十
間
堀
（
川
）
と
の
呼
名
が
あ

り
、
思し

案あ
ん

橋ば
し

、
親お
や

慈じ

橋ば
し

、
萬よ
ろ
ず
ば
し橋が

架
か

り
ま
す
。

　

入
堀
の
呼
び
名
は
、
家
康
の
江
戸
入

り
後
、
魚
類
の
供
進
を
命
じ
ら
れ
た
漁

師
の
堀
江
六
郎
が
、
こ
の
地
を
拝
領
し

た
こ
と
に
始
ま
っ
た
、
と
さ
れ
ま
す
。

　

慶
長
年
間（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）

の
工
事
で
入
堀
に
整
備
さ
れ
た
水
路
の

両
岸
に
は
、
西に
し

萬よ
ろ
ず

河
岸
と
東
ひ
が
し

萬よ
ろ
ず

河
岸

が
成
立
。
西
萬
河
岸
に
団
扇
問
屋
が
多

い
こ
と
か
ら
、
俗
に
「
団う
ち
わ扇

河が

岸し

」
と

呼
ば
れ
、
東
萬
河
岸
に
は
煙
草
屋
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
「
多た

葉ば

粉こ

河
岸
」
と

も
俗
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
側
河
岸
沿
い
の
新
材
木
町
の
町
名

は
、
元
和
年
間
（
一
六
一
五
～
二
四
）

か
ら
江
戸
市
中
の
建
設
資
材
を
供
給
す

る
材
木
商
が
多
く
集
ま
り
、
河
岸
で
陸

揚
げ
さ
れ
た
材
木
の
他
に
も
竹
木
や
炭

薪
を
扱
う
店
も
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
り

ま
す
。「
新
」
の
字
は
、
楓
か
え
で

川が
わ

沿
い
の
材

木
町
（
本
材
木
町
）
に
対
し
て
付
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

入
堀
は
日
本
橋
川
と
の
分
流
点
の
す

ぐ
北
側
で
、
小
網
町
を
東
西
に
流
れ
る

稲と
う

荷か
ん

堀ぼ
り

と
つ
な
が
り
、
合
流
地
点
に
は

態わ
ざ

暮く
れ

橋ば
し

が
架
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年

に
稲
荷
堀
の
一
部
（
田
沼
邸
前
）
が
埋

め
立
て
ら
れ
、
跡
地
は
田
沼
邸
に
囲
い

込
ま
れ
、
橋
は
撤
去
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇�

明
治
期
の
堀
江
町
入
堀
＝
東
堀

留
川

　
『
東
京
府
志
料
』
に
、
堀
江
町
入
堀
は

「
本
流
の
水
、小
網
町
一
二
町
目
の
間
よ

り
東
へ
分
れ
、
又
北
へ
折
れ
堀
江
町
四

町
目
よ
り
一
町
目
に
至
り
て
止
る
。
延

長
四
町
十
六
間
（
約
四
六
五
ｍ
）、
幅
広

き
所
二
十
四
五
間
（
約
四
三
・
七
～
四

五
・
五
ｍ
）、
狭
き
所
十
六
七
間
（
約
二

九
～
三
一
ｍ
）」と
あ
り
ま
す
。
舟
運
に

つ
い
て
は
「
舟
筏　

土
船
一
艘
、
傳て
ん

馬ま

船
六
艘
、
傳て
ん

馬ま

造づ
く
り

茶ち
ゃ

船ぶ
ね

三
艘
、
茶
船
三

艘
、
押
送
船
一
艘
、
日
除
船
六
艘
、
小

船
一
艘
」
と
あ
り
、
合
計
二
一
艘
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
、
堀
江

町
入
堀
と
呼
ば
れ
て
い
た
川
筋
（
思
案

橋
よ
り
親
父
橋
、
萬
橋
を
経
て
堀
留
町

二
丁
目
に
至
る
）
に
、
東
堀
留
川
と
正

式
名
称
が
付
き
ま
し
た
。

　
『
日
本
橋
繁
盛
記（
一
名
日
本
橋
区
沿

革
史
）』（
大
正
二
年
刊
）
に
、
東
堀
留

川
と
し
て
「
延
長
二
九
・
五
間
余
（
約

五
三
六
ｍ
）、
幅
員
一
二
間
余
（
約
二
二

ｍ
）
あ
り
、
干
潮
面
以
下
の
深
さ
二
尺

乃
至
一
尺
（
約
〇
・
六
～
〇
・
三
ｍ
）」

と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、大
正
一
〇（
一

九
二
一
）
年
の
『
河
川
航
通
調
査
』
で

は
、
東
堀
留
川
の
区
間
は
日
本
橋
堀
留

町
二
丁
目
よ
り
同
区
小
網
町
一
丁
目
ま

で
の
区
間
、
延
長
二
九
四
・
四
間
（
約

五
三
六
ｍ
）、
幅
員
最
広
一
九
・
三
間

（
約
三
五
ｍ
）、
同
最
狭
七
・
四
間
（
約

一
三
・
五
ｍ
）、
平
均
幅
員
一
四
・
五
間

（
約
二
六
・
四
ｍ
）
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
正
一
一
年
度
か
ら
都
市
計
画
法
に

基
づ
き
、新し
ん
よ
し葭

町ち
ょ
う

地
先
か
ら
親
父
橋
南

側
の
鎧
河
岸
に
至
る
延
長
九
二
間
（
約

一
六
七
・
五
ｍ
）、
幅
員
一
五
間
（
約
二

七
・
三
ｍ
）
の
改
修
工
事
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

◇
東
堀
留
川
周
辺
の
洋
鉄
問
屋

　

明
治
初
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、

堀
留
河
岸
は
鋼
材
取
引
の
中
心
地
で
、

東
側
の
大お
お
も
ん門

通
り
は
、
問
屋
街
と
し
て

繁
栄
し
て
い
ま
し
た
。
東
堀
留
川
近
辺

に
は
多
く
の
問
屋
が
集
ま
り
、
堀
留
鉄

物
市
場
を
形
成
し
て
い
た
の
で
す
。
問

屋
は
地
金
や
製
品
・
器
物
を
販
売
、
卸

売
や
小
売
も
兼
業
し
、
鍋
釜
包
丁
も
店

頭
に
並
べ
て
売
る
＝
万よ
ろ
ず

屋や

式
販
売
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

洋
鉄
の
輸
入
は
明
治
二（
一
八
六
九
）

年
に
始
ま
り
ま
す
。
横
浜
に
輸
送
船
で

運
ば
れ
た
輸
入
鉄
鋼
は
、
艀は
し
けで

東
京
に

運
ば
れ
、
東
堀
留
川
で
陸
揚
げ
さ
れ
た
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あ
と
、
馬
車
を
利
用
し
て
運
搬
し
ま
し

た
。
大
門
通
り
が
鉄
鋼
問
屋
街
と
し
て

発
展
し
た
の
は
、
東
・
西
堀
留
川
を
中

心
に
舟
運
が
発
達
し
物
資
の
輸
送
に
便

利
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
特
に
重
量
物
資

の
鋼
材
や
鉄
鋼
製
品
は
、
舟
運
を
利
用

す
る
こ
と
が
不
可
欠
の
条
件
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
明
治
末
期
ま
で
鉄
問
屋

の
中
心
地
が
、
神
田
や
堀
留
周
辺
に
な

っ
て
い
た
の
で
す
。

　

和
鉄
の
生
産
は
、
鳥
取
・
広
島
・
三み

次よ
し

地
方
で
、
大
阪
の
鉄
問
屋
が
取
り
扱

い
、
取
引
を
す
る
東
京
の
問
屋
は
、
現

品
輸
送
に
水
運
を
利
用
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
舟
運
の
便
利
な
場
所
を

選
び
、
店
を
出
し
た
の
で
す
。
大
阪
か

ら
運
ば
れ
た
洋
鉄
は
、
横
浜
港
で
艀
に

積
み
替
え
ら
れ
、
東
京
湾
か
ら
大
川
筋

（
隅
田
川
）
に
入
り
、
堀
留
の
河
岸
地
に

運
ば
れ
る
の
が
、そ
の
ル
ー
ト
で
し
た
。

　

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
は
鉄
道

が
開
通
し
ま
す
が
、
船
賃
が
鉄
道
運
賃

よ
り
安
価
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
舟
運
が

利
用
さ
れ
た
の
で
す
。
洋
鉄
は
一
口
五

〇
ト
ン
で
、
多
い
時
は
一
時
に
何
百
ト

ン
も
の
入
荷
が
あ
り
、
こ
う
し
た
重
量

物
を
横
浜
か
ら
東
京
へ
輸
送
す
る
に

は
、
艀
を
利
用
す
る
こ
と
が
最
も
適
し

て
い
ま
し
た
。

　

明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
当
時
、

大
門
通
り
に
は
、
湯
浅
、
桑
原
、
浅
井

な
ど
の
大
店
が
軒
を
連
ね
て
い
た
と

『
中
央
区
史
』
に
あ
り
ま
す
。

◇
舟
運
の
変
化

　

東
堀
留
川
の
河
岸
地
が
鉄
鋼
市
場
と

し
て
発
展
し
た
大
き
な
理
由
は
、
舟
運

の
便
が
良
か
っ
た
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

明
治
三
七
・
八
（
一
九
〇
四
～
五
）
年

の
日
露
戦
争
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、

洋
鉄
の
輸
入
量
や
国
産
品
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
取
引
量
も
大
量
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
、
艀
船
も
大
型
と
な
り
、

潮
の
干
満
差
の
大
き
い
東
堀
留
川
の
河

岸
地
に
、
艀
が
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

事
態
が
起
き
始
め
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
日
清
・
日
露
戦
争
を
通
し

て
鉄
取
引
量
が
多
く
な
り
、
独
立
し
て

開
業
す
る
者
も
増
加
。
し
か
し
、
大
門

通
り
周
辺
は
江
戸
期
か
ら
の
花
柳
界
に

近
く
、
古
く
か
ら
商
店
が
軒
を
連
ね
て

い
た
た
め
、
新
た
に
店
を
出
す
こ
と
は

困
難
で
し
た
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、

独
立
し
て
新
規
に
開
業
す
る
事
業
者
た

ち
は
、
桜
川
筋
の
八
丁
堀
周
辺
か
ら
松ま
つ

屋や

町ち
ょ
う（

現
・
八
丁
堀
二
丁
目
辺
）
な
ど

で
店
を
構
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
こ
う
し
て
、
鉄
鋼
市
場
の
中
心
地

が
東
堀
留
川
周
辺
か
ら
、
桜
川
筋
へ
と

移
行
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

◇
転
機
と
な
っ
た
震
災
復
興
事
業

　

東
西
の
堀
留
川
に
大
き
な
変
化
が
生

じ
た
の
が
、
関
東
大
震
災
後
の
帝
都
復

興
事
業
で
し
た
。
当
時
の
貨
物
輸
送
の

能
力
は
、
鉄
道
が
自
動
車
に
比
べ
て
約

一
〇
倍
あ
る
の
に
対
し
、
水
運
は
、
更

に
鉄
道
の
一
〇
倍
に
あ
た
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

震
災
前
、
東
京
市
内
に
出
入
り
し
た

鉄
道
貨
物
総
量
は
、
年
間
約
一
二
〇
〇

万
ト
ン
。
そ
の
内
の
三
割
が
舟
運
を
利

用
し
て
集
散
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

単
独
で
市
内
の
河
川
・
運
河
に
よ
っ
て

取
り
扱
っ
た
貨
物
量
は
、
年
間
約
一
八

〇
〇
万
ト
ン
に
も
及
ん
で
い
ま
し
た
。

　

震
災
後
の
東
京
の
復
興
と
発
展
に

は
、
貨
物
輸
送
の
た
め
の
水
運
施
設
の

整
備
が
大
変
重
要
で
し
た
。
復
興
事
業

で
は
、
河
川
・
運
河
の
一
部
新
削
・
埋

立
を
行
い
、貨
物
の
集
散
の
便
を
図
り
、

物
資
の
輸
送
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に

計
画
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
新
水

路
の
開
削
が
一
件
、
河
川
・
運
河
の
改

修
が
一
一
件
、
河
川
の
埋
立
が
一
件
、

外
濠
の
改
修
が
四
件
と
す
る
復
興
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
復
興
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
、

結
果
的
に
は
東
堀
留
川
は
萬
橋
以
北
の

水
路
が
埋
め
立
ら
れ
、
残
っ
た
水
路
は

幅
を
拡
げ
る
な
ど
の
改
修
工
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
西
堀
留
川

は
埋
立
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇�

当
初
の
計
画
で
は
神
田
川
ま
で

延
長

　

復
興
事
業
で
最
初
に
出
さ
れ
た
東
・

西
堀
留
川
の
改
修
案
は
、
①
東
堀
留
川

を
延
長
し
て
、
浜
町
川
を
経
て
神
田
川

に
接
続
さ
せ
る　

②
西
堀
留
川
も
こ
れ

に
伴
っ
て
改
修
す
る
、
と
い
う
も
の
。

理
由
は
、
日
本
橋
川
と
神
田
川
と
の
中

間
地
域
に
、
連
絡
水
路
が
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
大
正
一
二
（
一
九

二
三
）
年
の
第
四
七
議
会
に
提
案
さ
れ

た
案
は
、
運
河
計
画
か
ら
削
除
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

翌
年
二
月
の
特
別
都
市
計
画
委
員
会

で
は
、
次
の
希
望
事
項
が
附
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
「
東
堀
留
川
、
龍
閑
川

及
び
浜
町
川
は
東
京
市
に
於
け
る
水
陸

交
通
の
趨
勢
に
鑑
み
、
将
来
運
河
と
し

て
之
を
存
置
す
る
の
必
要
を
認
め
す
。
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依
て
既
定
計
画
た
る
東
堀
留
川
の
改
修

を
廃
止
し
、
西
堀
留
川
を
神
田
川
に
改

長
し
…（
略
）。
な
お
西
堀
留
川
に
代
ふ

る
に
東
堀
留
川
を
以
て
す
る
か
便
宜
な

る
場
合
は
、
其
の
選
択
は
之
を
当
局
の

決
定
に
委
す
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
調
査
の
結
果
、
①
西
堀
留

川
を
改
修
す
る
と
約
二
二
七
万
円
の
予

算
が
不
足
し
、
昭
和
通
り
と
平
行
し
て

所
々
に
三
角
地
帯
が
生
じ
、
市
街
地
の

概
観
を
損
じ
る
こ
と　

②
東
堀
留
川
の

改
修
な
ら
西
堀
留
川
に
比
べ
て
約
二
一

万
円
の
節
約
が
で
き
、
外
観
上
も
問
題

は
無
し
、と
の
結
論
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ど
ち
ら
の
改
修
工
事
を
実

施
す
る
に
し
て
も
、
二
〇
〇
万
円
以
上

の
予
算
不
足
が
生
じ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
た
め
、同
委
員
会
は
同
年
三
月
に「
日

本
橋
川
と
神
田
川
の
連
絡
が
不
可
能
な

ら
、
む
し
ろ
西
堀
留
川
を
埋
め
立
て
て

土
地
区
画
整
理
の
換
地
に
充
て
ら
れ
た

い
」
と
い
う
、
新
た
な
希
望
事
項
を
決

め
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
経
緯
の
も
と
、

東
堀
留
川
の
川
幅
拡
張
を
行
う
こ
と
、

西
堀
留
川
を
埋
め
立
て
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
の
で
す
。

◇�

東
堀
留
川
の
改
修
と
西
堀
留
川

の
埋
立

　

と
こ
ろ
が
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年

に
な
っ
て
、
東
堀
留
川
の
改
修
内
容
が

再
び
変
更
と
な
り
、
萬
橋
か
ら
北
の
水

路
約
一
〇
四
ｍ
を
埋
め
立
て
る
こ
と
が

決
定
。
理
由
は
①
こ
の
区
間
の
水
路
を

利
用
す
る
も
の
が
無
い
こ
と　

②
汚
水

が
常
に
停
滞
し
て
臭
気
を
発
散
し
、
保

健
衛
生
上
附
近
住
民
の
苦
痛
も
多
い
こ

と　

③
埋
立
に
関
す
る
陳
情
が
出
さ
れ

て
い
る
こ
と　

④
費
用
の
減
額
で
、
埋

立
に
要
す
る
費
用
を
差
引
い
て
も
、
な

お
相
当
の
経
費
が
節
約
で
き
る
こ
と
な

ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
昭
和
三
年
三
月
に
、
こ
の

案
が
特
別
都
市
計
画
委
員
会
で
議
決
。

東
堀
留
川
の
上
流
部
分（
＝
萬
橋
以
北
）

の
埋
立
で
、
新
た
に
八
二
三
坪
の
土
地

を
造
成
し
、
他
に
橋
梁
の
広
場
充
当
用

地
一
五
〇
坪
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。

　

萬
橋
以
南
の
水
路
は
、
改
修
工
事
で

幅
員
が
三
三
ｍ
に
拡
幅
、
水
深
が
一
・

八
ｍ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
川

岸
東
側
の
延
長
五
四
五
ｍ
（
面
積
は
二

四
五
坪
〇
五
）
が
切
り
取
ら
れ
、
埋
立

面
積
は
三
六
〇
坪
八
八
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
西
岸
部
分
の
改
修
工
事
で
は
、

切
り
取
り
面
積
が
三
九
八
坪
八
二
で
、

埋
立
面
積
は
三
八
九
坪
八
二
で
し
た
。

　

一
方
、
西
堀
留
川
は
国
の
施
行
で
埋

め
立
て
ら
れ
て
、
他
の
土
地
の
潰
地
充

当
用
と
し
て
一
般
換
地
に
使
用
。
水
路

跡
地
は
、
新
設
さ
れ
た
街
区
の
道
路
と

市
街
地
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

◇
戦
災
残
土
で
埋
立

　

戦
災
で
大
き
な
被
害
を
出
し
た
都
心

部
の
復
興
は
、
戦
災
後
の
残
土
（
残
焼
、

灰
燼
、
瓦
礫
な
ど
）
の
片
付
け
か
ら
始

ま
っ
た
こ
と
は
、
前
号
で
述
べ
た
通
り

で
す
。
東
京
で
最
大
の
道
路
で
あ
る
昭

和
通
り
な
ど
に
は
、
こ
う
し
た
残
土
が

累
々
と
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

進
駐
軍
当
局
は
、
こ
う
し
た
状
況
を

復
興
の
最
大
の
汚
点
と
判
断
し
、
東
京

都
に
対
し
て
残
土
の
早
急
な
処
理
を
命

じ
ま
し
た
。
東
京
都
は
「
不
用
河
川
を

衛
生
上
、
美
観
上
に
資
す
る
と
共
に
埋

立
地
を
建
築
敷
地
に
利
用
し
よ
う
と
す

る
も
の
」
と
し
て
、
昭
和
二
二
（
一
九

四
七
）
年
度
に
東
堀
留
川
の
残
り
の
水

路
を
埋
め
立
て
ま
し
た
。
工
事
の
着
工

は
二
三
年
四
月
一
日
、
埋
立
延
長
一
〇

五
七
ｍ
、埋
立
面
積
一
四
二
〇
〇
㎡
で
、

同
年
八
月
三
一
日
に
竣
工
し
ま
し
た

（『
建
設
の
あ
ゆ
み
』）。

　

こ
う
し
て
、
江
戸
の
初
期
か
ら
江
戸

湊
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
東

西
の
堀
留
川
は
、
あ
っ
け
な
く
姿
を
消

す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

◇
堀
に
架
か
る
橋

　

そ
れ
で
は
、
東
堀
留
川
に
架
か
る
橋

を
、簡
単
に
見
て
み
ま
す
。『
東
京
府
志

料
』
と
『
中
央
区
史
』
を
参
考
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
橋
は
、
東
堀
留
川
の

埋
立
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
撤
去
さ
れ
て

い
ま
す
。

○ 

思し

案あ
ん

橋ば
し　

小
網
町
一
丁
目
よ
り
二
丁

目
に
架
す
。長
さ
九
間
二
尺（
約
一
七

ｍ
）、幅
三
間
二
尺（
約
六
ｍ
）。俗
伝
に

昔
こ
の
辺
に
遊
里
及
び
劇
場
あ
り
、

遊
客
こ
の
橋
上
に
思
案
す
べ
き
と
の

意
よ
り
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　

※ 

明
治
一
五
年
の
『
橋
梁
一
覧
表
』

（
東
京
府
統
計
書
）
に
、「
木
橋
、

長
さ
九
間
（
約
一
六
・
四
ｍ
）、
幅

三
・
三
間
（
約
六
ｍ
）、
明
治
六
年

四
月
の
架
設
」
と
あ
り
ま
す
。
ま

た
『
日
本
橋
区
史
』
で
は
「
寛
永

江
戸
図
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
創

架
は
古
い
こ
と
が
分
か
る
。昔
時
、

763
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吉
原
や
芝
居
町
な
ど
が
こ
の
付
近

に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
橋
名

が
付
い
た
。
明
治
三
六
年
四
月
の

架
替
え
で
長
さ
九
間
（
約
一
六
・

四
ｍ
）、
幅
四
間
（
約
七
・
三
ｍ
）

の
木
橋
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

 　

そ
の
後
、
思
案
橋
は
震
災
復
興

事
業
の
応
急
修
理
で
拡
張
し
た

後
、
幹
線
街
路
三
九
号
建
設
に
合

わ
せ
て
架
替
え
。
長
さ
三
五
・
九

七
ｍ
、
幅
員
二
二
ｍ
、
二
鉸こ
う
こ
う
は
ん

鋼
鈑

拱き
ょ
うで

、
昭
和
二
年
三
月
の
竣
工
。

改
架
後
に
、
橋
名
は
小
網
橋
に
改

名
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
日
本
橋

小
網
町
９
番
と
19
番
の
間
に
あ
る

小
公
園
の
場
所
が
、
思
案
橋
の
跡

地
で
す
。

○ 

親お
や

慈じ

橋ば
し　

堀
江
町
よ
り
新
葭
町
へ
架

す
。長
さ
一
一
間
三
尺（
約
二
一
ｍ
）、

幅
三
間
五
尺（
約
七
ｍ
）。
も
と
は
親

父
橋
と
書
り
。
昔
庄
司
甚
右
衛
門
と

い
う
者
、
初
め
て
こ
の
橋
を
架
す
。

甚
右
衛
門
は
吉
原
の
名
主
に
て
、
当

時
妓ぎ

楼ろ
う

の
俚り

言げ
ん

に
て
、
君
か
親
父
と

呼
び
し
故
に
遂
に
以
て
名
と
せ
し

を
。
一
新
後
文
字
を
改
た
む
。

　

※ 

『
中
央
区
史
』に
、堀
江
町
か
ら
新

葭
町
へ
架
か
る
。（
略
）元
和
三
年

庄
司
甚
右
衛
門
が
吉
原
に
遊
郭
を

開
き
、
そ
れ
に
伴
っ
て
こ
の
橋
を

架
け
た
と
い
う
。
創
架
は
寛
永
年

間
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時

駿
河
の
元
吉
原
宿
か
ら
江
戸
に
下

っ
た
も
の
二
五
人
あ
っ
た
中
に
甚

右
衛
門
ひ
と
り
四
十
五
六
の
年
齢

だ
っ
た
の
で
、
仲
間
内
で
甚
右
衛

門
を
お
や
ぢ
と
称
し
て
い
た
親
父

の
世
話
を
し
て
架
け
た
橋
な
の
で

橋
名
を
親
父
橋
と
い
っ
た
。
維
新

後
親
慈
橋
の
文
字
に
改
め
た
、
と

あ
り
ま
す
。

　
　

 　
『
寛
永
江
戸
図
』に
橋
は
描
か
れ

て
い
る
が
橋
名
は
な
く
、『
寛
文
新

板
江
戸
絵
図
』
に
初
め
て
「
お
や

ぢ
は
し
と
記
す
」
と
あ
り
ま
す
。

　
　

 　
『
橋
梁
一
覧
表
』
に
「
土
橋　

長

さ
一
二
間
（
約
二
二
ｍ
）、
幅
八
間

（
約
一
四
・
五
ｍ
）、
明
治
六
年
一

二
月
架
設
」
と
あ
り
ま
す
。
明
治

四
四
（
一
九
一
一
）
年
一
二
月
に

架
替
え
ら
れ
、
長
さ
一
四
間
（
約

二
五
・
五
ｍ
）
で
幅
七
間
（
約
一

三
ｍ
）、木
鉄
混
用
橋
と
な
り
ま
し

た
。

　
　

 　

そ
の
後
、
震
災
復
興
事
業
の
幹

線
街
路
三
三
号
建
設
に
合
わ
せ
て

架
替
え
。
長
さ
三
二
・
六
ｍ
、
幅

員
二
二
ｍ
、
中
央
径
間
鋼
鈑
桁
径

間
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
框
で
、
大

正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
九
月
に

竣
工
。

○ 

萬よ
ろ
ず

橋ば
し　

堀
江
町
よ
り
新
材
木
町
へ

架
す
。
明
暦
大
火
後
の
架
設
で
、
長

さ
八
間
三
尺
（
約
一
五
・
五
ｍ
）、
幅

二
間
二
尺
（
約
四
・
二
ｍ
）、
旧
名
堺

橋
と
云
う
。
昔
堺
屋
小
左
衛
門
と
云

う
者
、
架
け
始
め
し
故
な
り
。
ま
た

俚り

俗ぞ
く

和
国
橋
と
も
呼
ぶ
。

　

※ 

『
寛
文
新
板
江
戸
図
』に「
は
じ
め

て
記
す
」
と
あ
り
、『
吉
文
字
屋
切

絵
図
』
は
「
サ
カ
イ
ハ
シ
」、『
江え

戸ど

砂す
な

子ご

』
に
は
「
堺
橋
」
と
あ
り

ま
す
。『
江え

ど戸
鹿か
の

子こ

』に
も
堺
橋
と

あ
り
「
堺
屋
小
左
衛
門
が
架
け
た

こ
と
か
ら
名
が
付
け
ら
れ
た
」
と

し
て
い
ま
す
。『
天
保
改
正
江
戸
大

絵
図
』
に
は
「
ワ
ク
ニ
ハ
シ
」、『
安

政
六
年
再
板
尾
張
屋
版
切
絵
図
』

で
は「
和
国
橋
」。
橋
の
名
称
は
向

か
い
に
和
国
餅
を
売
る
店
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
　

 　

明
治
四
年
の
『
東
京
大
絵
図
』

で
は
カ
コ
ク
ハ
シ
（
嘉
国
橋
）、
明

治
七
年
『
東
京
大
小
区
分
絵
図
』

で
は
萬
橋
と
あ
り
、
橋
の
呼
び
名

が
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
八
月

に
架
替
え
ら
れ
、長
さ
一
〇
間（
約

一
八
・
二
ｍ
）、
幅
三
間
（
約
五
・

五
ｍ
）
の
木
橋
に
な
り
ま
し
た
。

『
橋
梁
一
覧
表
』
に
は
「
木
橋
、
長

さ
八
間
一
尺
（
約
一
五
ｍ
）、
幅
二

間
三
尺
（
約
四
・
五
ｍ
）、
明
治
六

年
一
二
月
架
設
」
と
あ
り
ま
す
。

　
　

 　

震
災
復
興
事
業
の
応
急
修
理
で

修
繕
さ
れ
た
後
、
区
画
整
理
新
設

街
路
建
設
に
合
わ
せ
て
架
替
え
と

な
り
、
長
さ
三
三
ｍ
、
幅
員
八
ｍ
、

木
桁
橋
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）

年
一
月
に
竣
工
し
て
い
ま
す
。

�

（
以
下
次
号
）

※
お
詫
び
と
訂
正

　
『
郷
土
室
だ
よ
り
』第
一
五
九
号
、「
鎧

河
岸
」
の
項
の
「
小
網
町
三
丁
目
」
の

文
章
で
（
三
ペ
ー
ジ
、
上
段
一
九
行
目
）

で
、「
小
網
町
三
丁
目
（
鎧
河
岸
の
一
部

を
含
む
）
は
、
関
東
大
震
災
後
の
…
」

と
し
ま
し
た
が
、「
小
網
町
三
丁
目
の
北

一
部
一
番
地
～
九
番
地
（
鎧
河
岸
の
一

部
を
含
む
）
は
、
関
東
大
震
災
後
の
…
」

に
訂
正
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
街
区
変

更
は
、
新
大
橋
通
り
の
新
設
に
よ
る
も

の
で
す
。
詳
し
く
は
『
中
央
区
沿
革
図

集
［
日
本
橋
篇
］』
の
二
一
四
・
二
一
五

頁
を
参
照
下
さ
い
。

�

（
菅
原
健
二
）
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